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１．はじめに






































































































































































によって人のパーソナリティを説明しようとするモデルを Big Threeモデルと言う（Clark & Wat-
son,1999）。現在，気質研究において，Big Threeモデルは 1つのパラダイムになりつつある。以下
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の重要性を主張しており，Gray自身もそのような研究スタイルをとっている。そして，Grayは主に
動物実験から得られた結果から不安・恐怖やそれに関する回避行動などについての動物モデルを作












以下 BAS），行動抑制システム（behavioral inhibition system:以下 BIS)そして闘争・逃走システ
ム（fight-flight system:以下 FFS）の 3つである。
①行動活性化システム（Behavioral Activation System:BAS）



















































































BISの 1因子しか測定していない。また Carver&White（1994）によって作成された BIS/BAS Scale
は，BISを測定する BIS因子と BASを測定する報酬反応（Reward Responsiveness），欲求動因
（Drive），楽しみ探求（Fun Seeking）の 3因子によって構成され，BISと BASで因子数がアンバラ
ンスである。またWilson,Barrett&Gray（1989）も Gray-Wilson Personality Questionnaire（以下

























された気質を測定する尺度として自己記述式質問紙の Tridimensional Personality Questionnaire（以
下 TPQ）を作成した。しかし，後に Cloninger, Svrakic, & Przybeck（1993）は TPQを修正して
Temperament and Character Inventory（以下 TCI）を開発した。TCIの日本版は，木島・斉藤・竹






































































































































Constantino, Schuckit, Dick, & Bierut, 2006），不安障害（Lochner, Hemmings, Seedat, Kinnear,
Schoeman,Annerbrink,Olsson,Eriksson,Moolman-Smook,Allgulander,&Stein,2006;Marchesi,
Cantoni,Font‘o,Giannelli,&Maggini,2006）などとの関連が認められている。
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